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N1､ilI)と､SCSheとtthilg:比重= 2-(巨15,大きさ4㌧く8′以 Lr.厚さl/2′, アスファル ト含浸率2しト




























木 材 研 究 資 料 第8号 (1974)
屋根の rackingresistanceや作業者の荷重に耐えるもので,大きさ2′×8′,厚さはたる木間隔に応
じて134′-3′′O とくに Openbeam ceilingroofconstruction用に片面をプレフィニッシュしたも
のが多い｡
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木 材 研 究 資 料 第8号 (1974)
しかし,きくところによるとアメリカ合衆国の commolnailはほとんど日本から輸出されているそうで
ある｡たまたま Seattleの日曜大工用品専門店で commo∩nail中最も長い60ペニイ (針身約 15cm)よ
りもさらに長い約 20cm の日本製ジャンボネールを見て驚いたが,そういう訳で釘の材質の点では融通が
ききそうである｡また Platform Constructionでは建物の耐力上重要な部分たとえば floorjoist,header

































































木 材 研 究 資 料 第8号 (1974)








ホームの平均床面横 弓 762sf ･ (71m2)
素 材 1680bf . (3.9)








































壁および天井の内装仕上げ材は第 1図Eのごとく,箔を裏打した厚さ1/4′′,大きさ4′×8′の石膏 ボ- ド
の裏側に厚さ5/8′′,幅約554′′の針葉樹の板を6′′間隔に透し張 り (接着)したパネルで, 間柱に直交して
釘打接着し,石膏ボー ドの接合部はテープと jointcementを用いて普通の方法で仕上げる｡
これらの部材は,壁パネルではいろいろの構造のものについて rackingtestを行い,屋根 トラスでは 曲






































































それはともかく,この Researchhouseは lowcostとはいえ,決して安かろう悪かろうではない｡ 諸
材料に新しい技術がとり入れられ,保温性と防音性にも十分留意され,その居住性はおそらくわが国の最近
の一般木造住宅のそれにまさるとも劣らぬ性能をもっているといえよう｡
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